
「表紙の人」は、今年度当会が開催する『場を生むデザイン賞』～第 19回奈

良県景観デザイン賞～の審査委員をしていただく 

 

■ 

■貴重なお話しありがとうございました。 

【記：】 

  

【プロフィール】 
1960年 神奈川県生まれ 
1982年 京都工芸繊維大学 
住環境学科 卒業 

1985年 アトリエ・ファイ建築 
研究所 原広司に師事 

1989年 京都工芸繊維大学 
造形工学科 助手 

1997年 学位論文「漁村集落に
おける屋外空間の研究」 
博士号取得（東京大学） 

2008年 京都工芸繊維大学大学
院 工芸科学研究科 教授 

現在に至る 
 
既存環境、既存構築物、自然

環境をよく見て、その特性を生
かしながら、新しい空間を生み
出すことを信条とする。 
すべての建築行為は、地球の

リノベーションであるという
のが持論。 
 

○受賞 
・SDレビュー 鹿島賞 
・環境芸術大賞 
・ふるさとの顔づくり設計競技 

建設大臣賞 
・関西建築家大賞 
・京都デザイン賞 等受賞多数 

長坂 大（ながさか だい）氏 「表紙の人」は、京都工芸繊維大学教授の長坂 大 先生です。奈良県景観

デザイン賞では永年に亘り審査員・審査委員長をつとめていただきました。 

本年開催する奈良建築デザイン賞においても審査員をお願いしています。 

先生に奈良県の景観とデザイン賞のあり方について、インタビューしま

した。 

 

■奈良県の景観についてどのような特徴がありますか？ 

□ 一番特徴的な点は、田園と都市の両方が盆地の中にあるということで

す。盆地は京都も同じなのですが、決定的に奈良のほうが広い。つまり、

盆地の中に市街地とのどかな田園風景が共存する風景を楽しめるのです。

そこに住んでいると案外そのことに気づきにくいと思います。周囲の山並

み、市街地、緑地、田畑、そういうものが混在して魅力的な景観を作って

いるということに住民が気づくきっかけとなる取り組みが必要だと思って

います。 

 

■何気ない風景のように思えるのですが？ 

□ 法隆寺のような特別なモニュメントとは別に、対象がはっきりしない

風景にこそ奈良の魅力があると思います。普通の田畑と畦道、その向こう

に見える民家と木立そして背後の山並みといった景観は、ひとつひとつの

対象が人々にとってあまりに日常的であるために、それが優れた景観をつ

くっていると意識するのが難しいのです。そしてそのために、無意識に壊

されやすいでしょう。放っておいたらなくなるような「何気ないもの」に

人々が気付いていくといいのですが。 

 

■今回のデザイン賞に期待されることは何でしょうか？ 

□ スイスを例に挙げると、国民の多くが田園や緑地の景観を守ることは

当たり前だと考えています。観光資源としてだけでなく、日常生活の豊か

さに景観の良さが含まれているのです。アグリカルチャーには景観保全と

いう概念も含まれています。景観が良い＝心が豊かになる、という観点か

ら、全国的に資質が高い奈良県の景観をデザイン賞を通して市民に広く伝

える事業になればいいと思います。 

 

■以上となります。ありがとうございました。 

【記：教育・事業委員会 吉田泰造】 







入会者からのご挨拶 ～入会されました方よりご挨拶が届きました～ 
 

編集後記 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 
●奈良県被災建築物応急危険度判定士養成講習会 

（更新及び新規登録） 

 開催日：令和４年１月１３日（木） 

 会 場：奈良県文化会館 小ホール 

 ※詳細、申込については後日ご案内差し上げます。 

 ※会場へはなるべく公共交通機関をご利用下さい。 

●入会 

 上野 潤 様  （橿原支部） 

           よろしくお願いいたします。 

 

１１月  17 日（水）監理技術者講習 

 

１２月   2 日（木）二級・木造建築士試験合格発表 

15 日（水）監理技術者講習 

22 日（水）奈良県建築士会理事会 

24 日（金）一級建築士試験合格発表 

28 日（火）事務局仕事納め 

29 日（水）年末年始休業（～1 月 3 日迄） 
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【氏 名】 石井 智子 

【所属支部】桜井支部 

【自己紹介・挨拶文等】 

このたび奈良県建築士会に入会させていただきま

した。事務所は桜井の元伊勢街道沿い、茶臼山古墳

のそばにあります。事務所の 2 階の窓から三輪山を

見ることができ、お蔭様で四季折々の三輪山の美し

さを楽しんでおります。 

 

 

 

 

 

（記：      ） 

心がけたいです。 

また、備えということでは、自然災害への備えも益々

重要になっています。特に大雨や暴風によるリスクが増

大しています。こちらの理由は、地球温暖化であること

がはっきりしています。ノーベル物理学賞の研究モデル

は 50 年前にその影響を予測していたというから驚きで

す。遅きに失したとならないように日々の備えと環境へ

の取り組みを行いたいと思います。 

               【記：小西 直樹】 

 

 

 

 

 

 

 

（記：      ） 

2021 年も大きな出来事がいくつもありましたが、新型

コロナウイルスは、第 5 波の一日の感染者数が 2 万 5 千

人超をピークに急激に減少しました。専門家でもはっき

りとした理由はよくわからないようです。ですので、ま

た増えてくる可能性があり、第 6 波は必ず来るそうです。 

緊急事態宣言が解除され、停滞していた経済活動が前

進することを願うばかりですが、今後もウィズコロナの

社会生活は避けることはできませんので、換気やマスク

着用などとともに、急な自宅待機・自宅療養への備えも 

 

 

 

（記：      ） 

【氏 名】 上野 潤 

【所属支部】橿原支部 

【自己紹介・挨拶文等】 

東京の設計事務所などで病院から住宅まで幅広く

仕事をし、定年を機に今井町に移りました。                                   

今は個人で町内の町家改修工事、「伝統木構造の

会」の運営や伝統木造の普及保存の活動、週末カフ

ェをしています。よろしく。 

 

 

 

 

 

（記：      ） 
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